
JOURNAL

読 む・ 知 る・ つ な が る 大 体 大 マ ガ ジ ン

〈巻頭特集〉
パラリンピックで
２選手躍動

Vol.233 2024.10.11

〈旬な大体大生〉
体操全日本インカレ
男子つり輪優勝

田部壮一郎さん
TANABE SOICHIRO



OUHSジャーナル vol.233（2024.10） 1

田部選手のつり輪（関西学生選手権）

男子

女子

体操競技部の大黒柱、田部壮一郎選手（右）と
築山翔馬選手

　

第
78
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選
手

権
大
会
で
は
、
大
阪
体
育
大
学
は
、
団

体
総
合
で
男
女
と
も
６
位
入
賞
を
果
た

し
た
。

　

男
子
は
、
築
山
選
手
が
個
人
総
合
で

４
位
、
田
部
選
手
が
８
位
に
入
賞
し
、

齋
藤
蒼
哉
選
手
（
体
育
４
年
、
高
知
東

工
業
高
校
出
身
）
が
26
位
、
上
山
壱
晟

選
手
（
体
育
４
年
、
大
阪
体
育
大
学
浪

商
高
校
出
身
）
が
36
位
と
踏
ん
張
っ
た
。

　

女
子
は
、北
田
絢
女
選
手
（
体
育
４
年
、

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高
校
出
身
）
が
個
人

総
合
17
位
と
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、
北

川
莉
奈
選
手
（
体
育
学
部
４
年
、
四
天

王
寺
高
校
出
身
）
が
41
位
、
大
野
帆
加

選
手
（
体
育
学
部
４
年
、
姫
路
商
業
高

校
出
身
）
が
45
位
に
入
っ
た
。

　

第
78
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
（
８

月
23
～
26
日
・
鹿
児
島
市
）
の
男
子
種
目
別
つ
り
輪
で

14
･
0
6
6
点
を
マ
ー
ク
し
て
優
勝
し
、
初
の
学
生
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

　

つ
り
輪
は
、
昨
年
の
イ
ン
カ
レ
で
４
位
、
２
年
前
は
３

位
に
入
っ
た
得
意
種
目
だ
。
個
人
総
合
で
は
、
チ
ー
ム

内
で
切
磋
琢
磨
す
る
築
山
翔
馬
選
手
（
体
育
３
年
、
相

生
学
院
高
校
出
身
）
の
４
位
に
次
ぐ
８
位
入
賞
を
果
た

し
た
。

　

寡
黙
か
つ
真
摯
に
練
習
に
取
り
組
み
、
チ
ー
ム
を
主
将

と
し
て
背
中
で
引
っ
張
り
、
団
体
６
位
入
賞
に
押
し
上
げ

た
。「
主
将
と
し
て
今
年
１
年
間
め
ざ
し
た
の
は
、
弱
い

姿
を
見
せ
な
い
こ
と
。
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の
威
厳
を
保

ち
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
メ
ン
バ
ー
６
人
に
目
を
向
け
る

よ
う
に
し
て
い
た
」と
い
う
。
ま
た
、つ
り
輪
の
魅
力
を「
練

習
を
や
り
続
け
た
者
だ
け
が
強
く
な
る
こ
と
」
と
語
る
。

　

今
後
の
目
標
は
４
年
後
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
に
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
だ
。
目
標
実
現
の

た
め
、
来
年
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
選
手
入
り
を
め
ざ
す
。

体操全日本インカレ男子つり輪優勝

田
た な べ

部壮
そ う い ち ろ う

一 郎さん

体育学部４年・体操競技部男子
大阪・清風高校出身

体操インカレ男女６位
男子・築山、女子・北田がけん引

旬 大体大生な
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日
本
最
大
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
産
業
総
合
展
示
会
「
Ｓ

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
ス
ポ
ル
テ
ッ
ク
）
２
０
２
４
」
が
７
月
16
～

18
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
、
大
阪
体
育
大
学
は

３
年
連
続
で
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

ス
ポ
ル
テ
ッ
ク
は
、
本
学
の
原
田
宗
彦
学
長
（
日
本
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構
代
表
理
事
）
が
実
行
委
員
長
を
務
め
、

世
界
中
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
企
業
や
自
治
体
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
、
団
体
な
ど
約
6
3
0
団
体
が
出
展
。
今
年
は
約

３
万
８
０
０
０
人
が
来
場
し
た
。
大
学
は
、
本
学
を
は
じ
め
東

京
大
学
、
早
稲
田
大
学
な
ど
13
大
学
が
出
展
。
関
西
か
ら
は
本

学
、
同
志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
の
３
大
学
が
参
加
し
た
。

開
会
式
典
で
は
、
原
田
学
長
が
「
年
々
規
模
が
拡
大
し
、
約

３
分
の
１
は
海
外
か
ら
の
出
展
で
す
。
展
示
会
は
出
会
い
の
場
。

新
し
い
出
会
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
場
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

本
学
の
ブ
ー
ス
で
は
、大
学
院
ス
ポ
ー

ツ
科
学
研
究
科
、
社
会
連
携
事
業
、
運

動
部
活
動
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、ス
ポ
ー

ツ
科
学
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
大
学
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
に
つ
い
て
大
型
ポ
ス
タ
ー

で
紹
介
。
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
や
研
究

者
ら
が
続
々
と
詰
め
か
け
、
本
学
の
研

究
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
教

員
や
ス
タ
ッ
フ
に
質
問
し
て
い
た
。

ま
た
、
原
田
学
長
は
16
日
、「
如
何
に
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

人
を
増
や
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
活
力
あ
る
社
会
を
創
造
し

て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
牧
原
秀
樹
・
衆
議
院
議
員
・
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
産
業
推
進
議
員
連
盟
事
務
局
長
、
渡
辺
守
成
・
国
際

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
I
O
C
）
委
員
・
国
際
体
操
連
盟
会

長
と
と
も
に
基
調
講
演
を
務
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
本
学
教
員
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
の
担
当

者
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
で
ビ
ジ
ネ
ス
す
る
」
も

開
催
。
星
川
智
哉
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
企
画
本
部
コ
ン

テ
ン
ツ
推
進
統
括
部
ス
ポ
ー
ツ
企
画
２
部
部
長
、
三
島
隆
章
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
長
（
ス
ポ
ー
ツ
生
理
学
）
が
講
師
を
、
藤
本
淳

也
教
授（
ス
ポ
ー
ツ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

が
モ
デ
レ
ー
タ
ー

を
務
め
、ス
ポ
ー
ツ

Ｄ
Ｘ
、ス
ポ
ー
ツ
生

理
学
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
分
野
で
、最
新
の

研
究
成
果
や
技
術

革
新
を
通
し
て
ど

う
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

し
て
い
け
る
の
か

を
議
論
し
た
。

開会式典で実行委員長として
あいさつする原田宗彦学長

ブースで本学の研究、諸活動などを紹介した

本学とソフトバンク社との合同セミナーは満席で立ち見も出るほど
の盛況だった

01 旬な大体大生
02 SPORTECに出展

03 巻頭特集
パラリンピックで２選手躍動

05 NEWS
1	 オープンキャンパス来場20%増
2	 大体大先生リレーコラムスタート
3	 就活支援キャリアフェスタ

4	 ９月卒業式
5	 本学で日本感情心理学会
6	 女子野球W杯で白石MVP
7	 ダンス部全日本入賞
8	 能登半島地震被災地で支援

09 大体大PEOPLE
志村	駿介：株式会社Lean	on	Me
代表取締役CEO

11 EVENT
1	 海で山で野外活動実習
2	 西安体育学院と交流協定
3	 関西医療大学と連携協定
4	 熊取町４大学が連携協定
5	 教育後援会役員会を開催

13 コラム　窓
14 コラム　ボーシャー

contents

東京ビッグサイトに3.8 万人来場

ＳＰＯＲＴＥＣに出展
本学×ソフトバンク合同セミナーも
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日の丸を背負い、競泳とボッチャで世界のトップ選手と渡り合った。
本学からこれまでパラリンピックに出場したのは、５月に引退を発表

した山本篤・本学客員教授１人。パリ大会は、本学にとっても歴史に残
る大会となった。

パリパラリンピックパリパラリンピック    大体大生が躍動大体大生が躍動

驚
異
的
な
追
い
上
げ
だ
っ
た
。
女
子
1
0
0

ｍ
平
泳
ぎ
（
Ｓ
Ｂ
８
）
決
勝
。
宇
津
木
選
手
は

前
半
の
50
ｍ
は
40
秒
42
で
最
下
位
の
８
位
。
高

校
３
年
の
福
田
果
音
選
手
（
18
）
に
も
後
れ
を

取
っ
た
。
予
選
で
も
１
分
28
秒
15
と
振
る
わ
ず

全
体
８
位
で
ぎ
り
ぎ
り
の
通
過
。
こ
の
ま
ま
か

と
思
わ
れ
た
が
、
タ
ー
ン
後
に
粘
っ
た
。
先
行

す
る
選
手
が
失
速
す
る
中
、
１
人
ま
た
１
人
と

追
い
抜
く
。
福
田
選
手
も
抜
き
、
１
分
26
秒
42

で
ゴ
ー
ル
し
た
。
３
つ
順
位
を
上
げ
て
５
位
入

賞
。
３
年
前
の
東
京
大
会
で
記
録
し
た
タ
イ
ム

を
２
秒
17
、
東
京
で
の
６
位
か
ら
順
位
を
一
つ

上
げ
た
。
宇
津
木
選
手
は
「
予
選
は
直
前
の
け

が
も
あ
り
思
う
よ
う
に
泳
げ
な
か
っ
た
が
、
決

勝
は
２
秒
タ
イ
ム
を
上
げ
て
東
京
よ
り
も
順
位

を
上
げ
た
。
し
っ
か
り
全
力
を
出
し
切
れ
た
と

思
う
」
と
振
り
返
る
。

逆
境
に
諦
め
な
い
気
持
ち
を
力
に
変
え
て
き

た
。
競
泳
を
始
め
た
ば
か
り
の
中
学
３
年
で
ア

ジ
ア
新
記
録
を
樹
立
し
注
目
さ
れ
た
が
、
高
校

時
代
に
タ
イ
ム
を
７
秒
も
落
と
し
て
「
泳
ぐ
の

が
嫌
に
な
っ
た
」
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
学
に
入
学
し
て
浜
上
洋
平
監
督

と
出
会
い
、キ
ッ
ク
の
推
進
力
を
活
か
す
フ
ォ
ー

ム
改
造
に
取
り
組
ん
で
東
京
大
会
の
出
場
を
果

た
し
た
。
そ
の
後
も
、
昨
年
の
パ
ラ
水
泳
世
界

選
手
権
（
英
国
）
で
１
分
27
秒
88
を
マ
ー
ク
し

４
位
。
10
月
の
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
（
中
国
）

で
は
４
種
目
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

大
一
番
で
の
勝
負
強
さ
は
、
３
月
の
代
表
選

考
会
で
も
発
揮
し
た
。
約
１
か
月
の
教
育
実
習

を
終
え
た
後
の
２
か
月
間
、
練
習
も
食
事
も
日

常
生
活
も
「
す
べ
て
を
水
泳
に
捧
げ
て
」
臨
み
、

ア
ジ
ア
新
記
録
と
な
る
１
分
25
秒
23
を
マ
ー
ク

し
、
派
遣
標
準
記
録
Ａ
を
突
破
し
、
７
年
ぶ
り

に
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
。
遠
い
存
在
だ
っ
た
中

学
３
年
生
の
自
分
を
追
い
越
し
た
。

前
向
き
な
気
持
ち
と
明
る
い
性
格
で
、
昨
年

の
ア
ジ
ア
パ
ラ
大
会
で
は
競
泳
チ
ー
ム
の
主

将
、
パ
リ
大
会
で
も
副
主
将
を
任
さ
れ
た
。

1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
決
勝
の
入
場
時
の
選
手
紹
介

で
は
、
誰
よ
り
も
は
ち
き
れ
る
よ
う
な
笑
顔
で

入
場
し
た
。

「
パ
リ
で
は
自
分
で
十
分
や
り
切
っ
た
と
思
え

る
レ
ー
ス
が
で
き
た
。
次
の
２
０
２
８
年
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
大
会
で
は
表
彰
台
に
上
が
り
た
い
」

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
宇

津
木
、
内
田
選
手
の
ほ
か
に
も
、
本
学
か
ら
教
職
員
、

大
学
院
生
が
参
加
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
土
屋

裕
睦
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
）
が
、
選
手
の
「
心

の
ケ
ア
」
を
担
当
す
る
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
・
オ
フ
ィ
サ
ー

４
人
の
１
人
と
し
て
日
本
選
手
団
に
加
わ
っ
た
。
土

屋
教
授
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
会
理
事
長
で
、
Ｊ

Ｏ
Ｃ
科
学
サ
ポ
ー
ト
部
門
員
。
2
0
0
4
年
ア
テ
ネ

大
会
か
ら
本
格
的
に
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
心
理
支

援
を
担
当
し
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
前
回

の
東
京
大
会
で
も
選
手
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
激
し

い
誹
謗
中
傷
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
夏
季
大
会
と
し

て
は
初
め
て
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
派
遣

さ
れ
た
。

ま
た
、
柔
道
部
男
子
監
督
の
生
田
秀
和
准
教
授
（
柔

道
）は
柔
道
女
子
日
本
代
表
に
コ
ー
チ
と
し
て
帯
同
し

た
。生
田
准
教
授
は
2
0
1
3
年
か
ら
全
日
本
柔
道
連

盟
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
コ
ー
チ
を
務
め
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
男
子
日
本
代
表
の
コ
ー
チ
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
し
、
重
量
級
の
選

手
を
中
心
に
指
導
し
た
。

柔
道
女
子
日
本
代
表
の
増
地
克
之
監
督
が
9
月
12

日
、
原
田
宗
彦
学
長
を
表
敬
訪
問
し
、
戦
績
を
報
告

し
た
。

宇津木美都 選手

宇津木　驚異の追い上げ「全力出し切り、東京を超えた」

中澤吉裕さん土屋裕睦教授

生田秀和准教授（右から2人目）

100m平泳ぎ予選後に福田果音選手（左）と

パ
リ
・
オ
リ
パ
ラ

教
職
員
・
院
生
も
参
加

五
輪
に
土
屋
教
授
・
生
田
監
督
、

パ
ラ
副
団
長
に
大
学
院
生
・
中
澤
さ
ん
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パリ2024パラリンピック競技大会が８月28日から９月８日までの12
日間、開催された。大阪体育大学からは水上競技部女子の宇津木美都選
手（教育学部４年、京都文教高校出身）、アダプテッド・スポーツ部の内
田峻介選手（教育学部４年、山口南総合支援学校出身）の２人が出場。

パリパラリンピックパリパラリンピック    大体大生が躍動大体大生が躍動

パ
リ
大
会
で
は
、
本
学
か
ら
原
田
宗
彦
学
長
ら
が
現

地
に
入
り
、
声
援
を
送
っ
た
。

競
泳
会
場
の
パ
リ
・
ラ
・
デ
フ
ァ
ン
ス
・
ア
リ
ー
ナ
で

は
、1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
の
予
選
、決
勝
で
宇
津
木
選
手
を

応
援
。
原
田
学
長
は「
宇
津
木
さ
ん
は
メ
ダ
ル
を
狙
っ
て

い
た
の
で
悔
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
予
選
８
位
だ
っ

た
と
こ
ろ
を
立
て
直
し
て
決
勝
で
５
位
の
結
果
は
素
晴
ら

し
い
。
東
京
大
会
か
ら
２
秒
以
上
タ
イ
ム
を
縮
め
て
い

て
、
メ
ダ
ル
ま
で
は
あ
と
約
２
秒
。
次
は
メ
ダ
ル
に
手
が

届
く
と
思
い
ま
す
」
と
た
た
え
た
。
ボ
ッ
チ
ャ
会
場
の
パ

リ
南
ア
リ
ー
ナ
で
は
、冨
山
浩
三
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授

（
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
も
加
わ
っ
た
。
原
田
学
長

は
「
内
田
選
手
は
前
回
の
東
京
大
会
に
出
場
で
き
ず
に

悔
し
い
思
い
を
し
、
今
回
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
相

手
は
39
歳
、百
戦
錬
磨
の
香
港
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
。
内
田
選

手
も
、
年
齢
が
上
が
れ
ば
経
験
値
も
上
が
り
ま
す
。
次

に
期
待
し
た
い
」
と
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
た
。

内
田
選
手
の
初
め
て
の
夢
舞
台
は
、予
選
敗
退

に
終
わ
っ
た
。
ボ
ッ
チ
ャ
個
人
Ｂ
Ｃ
４
の
１
次

リ
ー
グ
で
１
勝
２
敗
。
次
代
を
担
う
ホ
ー
プ
が
世

界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
に
屈
し
た
か
た
ち
と
な
っ
た
。

初
戦
は
、
世
界
選
手
権
2
0
2
2
年
優
勝
の

内
田
選
手
と
、
2
0
1
8
年
覇
者
の
鄭
遠
森
選

手
（
35
）
＝
中
国
＝
と
の
新
旧
王
者
対
決
だ
っ

た
が
、
１
ー
10
と
大
差
が
つ
い
た
。
２
戦
目
で

若
い
ア
ン
ド
レ
・
コ
ス
タ
選
手
（
21
）
＝
ブ
ラ

ジ
ル
＝
を
８
ー
２
で
降
し
た
も
の
の
、
最
終
第

３
戦
は
、
長
年
に
わ
た
り
世
界
の
ト
ッ
プ
に
立

ち
続
け
る
梁
育
栄
選
手（
39
）＝
香
港
＝
に
２
ー

８
で
敗
れ
た
。「
ま
だ
ま
だ
実
力
不
足
。
自
分
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
」
と

悔
や
む
。

そ
れ
で
も
ボ
ッ
チ
ャ
日
本
代
表
「
火
ノ
玉
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
主
将
と
し
て
、
チ
ー
ム
を
鼓
舞

し
た
。
チ
ー
ム
は
日
に
日
に
一
丸
と
な
り
、
最

後
の
チ
ー
ム
戦
で
の
銅
メ
ダ
ル
に
つ
な
が
っ
た

と
い
う
。「
日
本
は
ボ
ッ
チ
ャ
で
２
つ
の
銅
メ
ダ

ル
を
含
む
過
去
最
多
の
５
つ
の
入
賞
を
果
た
せ

た
。
パ
リ
の
メ
ン
バ
ー
で
戦
い
抜
け
た
こ
と
を

と
て
も
う
れ
し
く
思
う
」
と
誇
ら
し
げ
に
語
る
。

中
学
３
年
生
で
、
国
を
挙
げ
た
有
望
選
手
の

発
掘
事
業
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス

タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
１
期
生
に
な
っ
た
。

高
校
１
年
で
日
本
選
手
準
優
勝
。
2
0
2
1
年

東
京
大
会
は
日
本
代
表
の
座
を
逃
し
た
が
、
開

会
式
で
聖
火
に
点
火
す
る
大
役
を
務
め
て
注
目

を
浴
び
た
。
2
0
2
2
年
世
界
選
手
権
で
は
日

本
選
手
初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
昨
年
12

月
、
国
際
大
会
で
の
ク
ラ
ス
分
け
審
査
で
「
出

場
資
格
な
し
」
と
判
定
さ
れ
、
パ
リ
へ
の
扉
が

閉
ざ
さ
れ
か
け
た
が
、
部
の
仲
間
ら
に
励
ま
さ

れ
て
、
日
本
選
手
権
３
連
覇
を
達
成
。
そ
の
後
、

出
場
資
格
が
認
め
ら
れ
た
。「
こ
の
舞
台
に
立
て

た
の
は
、
火
ノ
玉
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
選
手
・
ス
タ

ッ
フ
、
大
学
の
先
生
や
仲
間
、
家
族
、
応
援
し

て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の
方
の
お
か
げ
で
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と
話
す
。

「
こ
の
悔
し
さ
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
し
か
返

せ
な
い
。
４
年
後
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
に
向

け
て
、
一
か
ら
自
分
ら
し
く
泥
臭
く
戦
っ
て
い

く
」。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
始
ま
る
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
本
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
科

学
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
在
学
す
る
中
澤
吉
裕
さ

ん
が
、
日
本
代
表
選
手
団
の
副
団
長
を
務
め
た
。
中
澤

さ
ん
は
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
強
化
本
部
長
。

2
0
2
1
年
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
車
い
す
テ
ニ

ス
日
本
代
表
監
督
を
務
め
て
い
た
際
、
土
屋
教
授
が
サ

ポ
ー
ト
し
た
こ
と
が
縁
に
な
り
、
2
0
2
2
年
４
月
、

本
学
大
学
院
に
入
学
。
最
長
４
年
間
学
べ
る
長
期
履
修

制
度
と
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
利
用
し
、
土
屋
研
究
室
に

所
属
し
て
い
る
。

内田峻介 選手

内田　レジェンドに屈すも「感謝の気持ちでいっぱい」

曽根裕二監督と部で練習する内田選手

壮行会でチームメートらから励まされてパリ大会に出場した
宇津木、内田選手

パリ大会のボッチャ会場で応援する冨山浩三教授

学長らも現地で声援
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夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
７
～
８
月
の
週

末
を
中
心
に
４
回
開
催
さ
れ
た
。
３
月
23
日
の
春

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、個
別
参
加
の
ソ
ロ
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
含
め
て
、
今
年
度
の
来
場
組

数
は
昨
年
度
を
20
％
上
回
る
１
６
８
６
組
に
の
ぼ

り
（
ソ
ロ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
継
続
中
）、

多
数
の
高
校
生
、
保
護
者
ら
で
盛
況
だ
っ
た
。

運
営
の
中
心
は
学
生
チ
ー
ム
「Bow

can’s

」

（
ボ
ー
キ
ャ
ン
ズ
）
約
30
人
が
務
め
、
受
付
や
誘

導
、
説
明
会
で
の
司
会
な
ど
を
担
当
し
た
。

最
終
回
と
な
っ
た
８
月
10
日
は
、
こ
の
数
年
間

で
最
も
多
い
5
9
9
組
が
午
前
・
午
後
の
部
に
来

場
し
た
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
原
田
宗
彦
学
長

が
本
学
の
歴
史
や
特
長
、
テ
ー
マ
ワ
ー
ド
の
「
本

物
を
学
び
、
極
め
る
」、
大
学
が
重
視
す
る
「
学

生
セ
ン
タ
ー
ド
」
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
三
島
隆
章
学
部
長
は

２
年
次
か
ら
始
ま
る
「
デ
ジ
タ
ル
ス
ポ
ー
ツ
論
」

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
女
子
の
合
宿
先
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
同

部
で
ア
ナ
リ
ス
ト
な
ど
を
務
め
る
中
埜
優
さ
ん

（
体
育
学
部
３
年
、
香
里
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
学
院
高
校

出
身
）
が
「
大
体
大
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ

や
経
験
を
し
た
人
と
関
わ
れ
て
、
自
分
の
世
界
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
」
な
ど
と
高
校

生
に
語
り
か
け
た
。

教
育
学
部
の
金
子
勝
司
学
部
長
は
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
元
に
教
育
学
部
の
特
長
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
10
日
限
定
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
体
力
テ
ス
ト
対
策
体
験
」
が
実
施
さ
れ

た
。
体
験
授
業
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
・
冨
山

浩
三
教
授
の
「
L
A
ド
ジ
ャ
ー
ス
が
目
標
達
成
の

た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
」（
午
前
）、
友
金
明
香

准
教
授
の
「
ス
タ
ミ
ナ
と
は
」（
午
後
）、
教
育
学

部
・
片
山
繁
一
教
授
の
「
魅
力
い
っ
ぱ
い
小
学
校

の
先
生
」（
午
前
午
後
）
を
多
数
の
参
加
者
が
聴

講
。
参
加
者
が
想
定
よ
り
も
増
え
た
た
め
、
開
催

教
室
は
大
型
の
教
室
に
変
更
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
で
は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
先
導
で
参
加

者
が
学
内
の
施
設
を
見
学
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
企
業
の
協
力
を
得
て
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
や
プ
ロ
テ
イ
ン
、
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン

ク
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
さ
れ
た
。

参
加
し
た
大
阪
府
の
男
子
高
校
３
年
生（
硬
式

野
球
部
）
は
「
こ
こ
の
大
学
に
来
た
い
と
思
っ
て

い
て
、
２
日
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
参
加
し

た
。
ウ
ェ
イ
ト
ル
ー
ム
（
S
＆
C
ル
ー
ム
）
は
と

て
も
き
れ
い
だ
っ
た
」、
広
島
県
の
女
子
高
校
３

年
生
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
）
は
「
教
育
学
部
で
保

健
体
育
と
特
別
支
援
学
校
の
教
員
免
許
を
取
り

た
い
。
個
別
相
談
で
教
育
学
部
の
先
生
か
ら
実
技

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
こ
と
な
ど
を
教
え
て
も
ら

い
、
他
の
大
学
よ
り
も
実
技
を
ち
ゃ
ん
と
学
べ
そ

う
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
20
％
増

１
６
８
６
組
来
場
、学
生
チ
ー
ム
が
運
営

学生チーム「Bowcan’s」

大 体 大 先 生  
リレーコラム

大体大先生リレーコラム「本物を学ぼ
う」が６月、大学ホームページでスター
トしました。
リレーコラムは、主に高校生の皆さん
を対象に、スポーツ科学や教育学、教職、
教養を学ぶことの魅力を知ってもらうこ
とが目的です。スポーツ科学部、教育学
部の教員がコラムをお届けします。
これまでにスポーツ科学部では、藤本
淳也教授の「Jリーグの持続的成長を支え
るスポーツマーケティング」、堤裕之教授
の「スポーツ科学部の学びとＩＣＴ」、教
育学部では、松本直子准教授の「キラキ
ラ輝く毎日を過ごすこと」などが掲載さ
れています。
今後も随時掲載していきますので、ど
うぞご一読ください。

▲リレーコラム

オープンキャンパス
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就
職
活
動
支
援
イ
ベ
ン
ト「
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス

タ
」
が
、
８
月
７
、８
日
の
２
日
間
、
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る

時
期
を
目
前
に
控
え
た
３
年
生
が
対
象
。「
自
分
の

知
ら
な
い
世
界
を
知
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
企
業

や
団
体
の
採
用
担
当
者
ら
を
招
き
、
採
用
に
関
す

る
こ
と
や
、
企
業
概
要
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

学
生
は
、
体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
、
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
、
教
育
学
部

教
育
学
科
ご
と
に
分
か
れ
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
の

職
員
か
ら
、
ル
ー
ル
と
心
構
え
な
ど
の
説
明
を
受

け
た
。

そ
の
後
、
参
加
企
業
・
団
体
・
学
校
ご
と
に
用

意
さ
れ
た
教
室
（
ブ
ー
ス
）
で
、
１
日
４
ブ
ー
ス
、

２
日
間
で
８
企
業
・
団
体
な
ど
の
話
を
聞
い
た
。

説
明
後
は
各
ブ
ー
ス
で
企
業
・
団
体
の
方
と
フ
リ
ー

ト
ー
ク
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
学
生
は
熱
心
に
質

問
を
し
て
い
た
。

日
本
感
情
心
理
学
会
の
第
32
回
大
会
が
６
月
１
～
２

日
、
大
阪
体
育
大
学
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
の
手
塚
洋
介
教
授
が
実
行
委
員
長
を
務
め
た
。
本
学

は
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
に
特
化
し
た
コ
ー
ス
を
全
国
で
初
め

て
設
置
し
て
お
り
、
大
会
で
は
感
情
心
理
学
と
ス
ポ
ー
ツ

心
理
学
の
接
点
の
共
有
を
目
指
し
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
心
理

学
会
理
事
長
の
本
学
・
土
屋
裕
睦
教
授
の
特
別
講
演
な
ど

が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
プ
レ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、

本
学
の
大
学
院
生
ら
が
2
0
1
0
年
に
設
立
し
、
学
生
ア

ス
リ
ー
ト
を
対
象
に
心
理
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
「
学
生
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
S
M
T
）

チ
ー
ム
」
の
活
動
が
、
菅
生
貴
之
教
授
や
大
学
院
生
か
ら

紹
介
さ
れ
た
。

令
和
6
年
度
9
月
卒
業
式
が
9
月
13
日
、
本
学
中
央
棟

7
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

9
月
の
卒
業
生
は
、
体
育
学
部
13
人
、
教
育
学
部
1
人

の
計
14
人
。
式
で
は
、
14
人
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
た

あ
と
、
卒
業
生
一
人
一
人
に
原
田
宗
彦
学
長
か
ら
卒
業
証

書
･
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

原
田
学
長
が
「
大
阪
体
育
大
学
で
の
学
び
を
社
会
の
た

め
、
人
の
た
め
に
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
大
阪

体
育
大
学
の
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
前
に
進
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

ま
た
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
体
育
学
部
の
岩
本
真
波

さ
ん
に
教
育
後
援
会
と
学
友
会
、
同
窓
会
組
織
の
摂
泉
会

か
ら
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

日
本
感
情
心
理
学
会
開
催

令
和
6
年
度
9
月

卒
業
式

学
部
生
14
人
が
旅
立
つ

令和6年度9月　卒業式　学部生14人が旅立つ

3年生対象キャリアフェスタ
８企業・団体ブースで質問

企業などの採用担当者から話を聴く３年生

企業・団体のブースで担当者に質問する３年生

大阪体育大学で開催された日本感情心理学会第32回大会 卒業式

◆参加企業・団体◆

三菱倉庫、Lean on Me、和泉学園（法務教官）、青年海外協力隊（JICA）、
大阪体育大学大学院、グンゼ、ソフトバンク、関西テレビ放送、ユニ・
チャーム、TOPPAN、野村證券、田辺三菱製薬、国分グループ、JTB、
ミズノ、大阪府庁、アルペン、警視庁、東京消防庁、紀の川市立池田小
学校（小学校教員）、堺市立鳳中学校（中学校教員）、兵庫県立和田山高
等学校（高等学校教員）、大阪府立八尾支援学校（特別支援学校教員）
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ダンス部に神戸市長賞
全日本高校・大学フェスティバル（神戸）

女
子
野
球
Ｗ
杯 

白
石
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ

首
位
打
者
も　
侍
ジ
ャ
パ
ン
７
連
覇

女
子
野
球
の
第
９
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
が
７
～
８
月
に

カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
、
日
本
は
決
勝
で
米
国
を

11
―
６
で
降
し
、
７
連
覇
を
達
成
。
本
学
の
白

石
美
優
選
手
（
体
育
学
部
４
年
、
福
知
山
成
美

高
校
出
身
）が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
と
首
位
打
者
に
輝
い
た
。

侍
ジ
ャ
パ
ン
女
子
代
表
に
は
、
大
阪
体
育
大

学
か
ら
白
石
選
手
が
外
野
手
、
横
井
光
治
監
督

（
教
育
学
部
講
師
）
が
コ
ー
チ
で
参
加
し
た
。
白

石
選
手
は
初
戦
の
台
湾
戦
は
途
中
出
場
だ
っ
た

が
、
２
戦
目
以
降
、
先
発
出
場
。
６
試
合
通
算

で
16
打
数
９
安
打
８
打
点
、
打
率
５
割
６
分
３

厘
と
侍
打
線
を
け
ん
引
し
た
。

白
石
選
手
は
高
校
卒
業
後
、
プ
ロ
チ
ー
ム
の

京
都
フ
ロ
ー
ラ
、
愛
知
デ
ィ
オ
ー
ネ
で
計
３
年

プ
レ
ー
し
、
2
0
2
1
年
、
大
阪
体
育
大
学
に

入
学
。
そ
の
年
の
９
月
の
全
日
本
大
学
選
手
権

（
イ
ン
カ
レ
）
初
優
勝
に
貢
献
し
た
。
昨
年
の
女

子
野
球
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
か
ら
侍
ジ
ャ
パ
ン
女
子

代
表
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
横
井
監
督
は
2
0
1
1
年
、
硬
式
野

球
部
女
子
の
監
督
に
就
任
。
2
0
2
1
年
、
全

日
本
イ
ン
カ
レ
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
全
国
女

子
硬
式
野
球
連
盟
理
事
、
全
国
大
学
女
子
硬
式

野
球
連
盟
副
理
事
長
を
務
め
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
女

子
代
表
強
化
委
員
。

白
石
選
手
は
「
初
戦
で
ス
タ
メ
ン
か
ら
外
れ

た
時
は
す
ご
く
悔
し
か
っ
た
。
次
戦
の
練
習
か

ら
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
準
備

し
て
き
た
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
７
連

覇
に
貢
献
で
き
た
と
い
う
実
感
が
あ
り
、
す
ご

く
達
成
感
を
感
じ
る
」、
横
井
監
督
は
「
現
地
で

は
打
倒
日
本
の
雰
囲
気
が
強
く
、
相
手
の
気
迫

で
恐
怖
を
感
じ
る
場
面
も
あ
っ
た
中
で
の
優
勝

は
価
値
が
あ
る
」
と
大
会
を
振
り
返
っ
た
。

第
36
回
全
日
本
高
校
・
大

学
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
神
戸
）
が
８
月
６
～
９
日
、

神
戸
市
の
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
本
学
ダ
ン
ス
部

が
大
学
の
部
で
神
戸
市
長
賞

を
受
賞
し
た
。

受
賞
作
は
、「
偶
然
か
、
運

命
か　

～
人
生
双
六
（
ス
ゴ

ロ
ク
）
の
遊
び
方
～
」

神
戸
市
長
賞
は
、
新
境
地

を
切
り
開
く
独
創
的
な
発
想

の
探
求
に
対
し
て
贈
ら
れ
る

賞
で
、
ト
ッ
プ
の
文
部
科
学

大
臣
賞
に
続
く
３
賞
の
一
つ

と
な
る
。

大
会
の
模
様
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
で
全
国
放
送
さ
れ
、

本
学
の
ダ
ン
ス
も
紹
介
さ
れ

た
。 

女子野球W杯MVPの白石美優選手（左）と横井光治コーチ
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大
阪
体
育
大
学
は
６
月
21
～
23
日
、
能
登
半
島

地
震
の
被
災
地
に
学
生
40
人
と
教
職
員
を
派
遣
し

た
。
大
学
と
し
て
の
被
災
地
へ
の
学
生
派
遣
は
３
月

以
来
２
回
目
。
輪
島
市
で
被
災
家
屋
か
ら
家
財
道

具
の
運
び
出
し
な
ど
に
あ
た
り
、
輪
島
市
の
三
井
公

民
館
で
子
ど
も
運
動
教
室
や
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
サ
ロ
ン
、
健
康
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

被
災
地
支
援
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
の

支
援
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
。

本
学
は
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
直
後

か
ら
福
島
県
の
被
災
地
で
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン

プ
」
を
毎
年
実
施
。
地
域
の
子
ど
も
と
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
、
高
齢
者
の
体
力
測
定
な
ど
「
体
育
大
学

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
」
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。
能
登
半
島
の
被
災
地
で
も
今
回
、
初
め
て
子
ど

も
や
高
齢
者
の
運
動
、
健
康
活
動
を
実
施
し
た
。

支
援
活
動
は
読
売
新
聞
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

派
遣
活
動
の
主
体
と
な
っ
た
社
会
貢
献
セ

ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
・
中
山
健
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
）
と
支
援

に
あ
た
っ
た
体
育
学
部
３
年
・
宮
崎
英
史
さ

ん
（
サ
ッ
カ
ー
部
）
に
支
援
の
感
想
な
ど
を

聞
い
た
。

〈
中
山
健
教
授
〉

「
未
就
学
児
や
小

学
校
低
学
年
の
５
、

６
人
が
子
ど
も
運
動

教
室
に
参
加
し
、
学

生
が
用
意
し
て
き
た

風
船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
様
々
な
ゲ
ー
ム
を
学
生
と

楽
し
み
ま
し
た
。
高
齢
者
と
は
世
間
話
な
ど
を
す
る

サ
ロ
ン
活
動
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
、
座
っ
て
で

き
る
卓
球
台
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
も
楽
し
み
ま
し

た
。
被
災
地
で
は
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
仮
設
住

宅
が
建
つ
な
ど
運
動
が
で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
学
校
と
連
携
す
る
こ
と
で
様
々
な

活
動
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
仮
設

住
宅
に
入
居
し
た
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
が
重
要

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
方
策
は
手
探
り
だ
と
聞
き
ま

す
。
今
回
実
施
し
た
サ
ロ
ン
活
動
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
機
運
醸
成
に
つ
な
が
り
、
こ
の
点
で
も
引
き
続
き

貢
献
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」

〈
宮
崎
英
史
さ
ん
〉

「
教
員
志
望
な
の

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
な

く
生
で
被
災
地
を
知

り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
経
験
を
生
徒

に
教
え
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
交
流
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
『
今
ま
で
で
一
番

面
白
か
っ
た
』
と
感
想
を
話
し
て
も
ら
い
、
と
て
も

う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

で
、
仮
設
住
宅
で
高
齢
者
が
孤
独
死
し
た
こ
と
を
知

り
、
自
分
た
ち
が
仮
設
住
宅
を
う
か
が
う
こ
と
で
交

流
の
場
を
作
り
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
に
つ
な
げ

た
い
と
思
い
ま
し
た
」

宿泊先の国立能登青少年交流の家で。学生が書いた寄せ書き 被災家屋から家財道具を運び出す学生

▲コーン倒しで大学生チーム、子どもチームが対決

「体育大学だからこそできる」支援

能登半島被災地  第２回派遣
子ども運動教室、高齢者健康活動

ボールを落としたら負け。学生と高齢者が対戦▼
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大体大 PEOPLE

︱
︱
大
阪
体
育
大
学
に
進
学
し
た
理
由
は
。

ア
メ
リ
カ
に
テ
ニ
ス
留
学
を
す
る
く
ら
い
、

学
生
時
代
は
テ
ニ
ス
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し

た
。
大
阪
体
育
大
学
に
進
学
し
た
の
は
、
高

校
時
代
の
テ
ニ
ス
部
の
顧
問
が
体
大
出
身

で
、
そ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
よ

く
練
習
試
合
も
し
て
い
た
の
で
、
身
近
な
存

在
で
し
た
。
保
健
体
育
の
教
員
免
許
も
取
得

で
き
れ
ば
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
し
た
。

︱
︱
大
学
時
代
の
思
い
出
は
。

将
来
は
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
テ
ニ
ス
部
で
全
国

大
会
に
出
場
し
た
り
と
、
大
学
で
も
テ
ニ
ス

に
没
頭
で
き
た
こ
と
が
思
い
出
で
す
。
友
人

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

自
分
と
向
き
合
う
時
間
が
十
分
に
あ
っ
て
、

充
実
し
て
い
ま
し
た
。

︱
︱
起
業
の
き
っ
か
け
は
。

大
学
3
年
の
時
に
自
分
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
が
あ
っ
て
、
母
子
家
庭
で
弟
が

ダ
ウ
ン
症
と
い
う
家
庭
環
境
だ
っ
た
の
で
、
経

済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
大
人
に
な
り
た
い
な
と

考
え
始
め
て
、
そ
こ
か
ら
起
業
を
め
ざ
し
ま

し
た
。
経
営
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
新
卒
で
回

転
寿
司
チ
ェ
ー
ン
に
入
社
し
て
、店
舗
経
営
を

学
ん
で
か
ら
起
業
し
た
と
い
う
流
れ
で
す
。

︱
︱
事
業
内
容
は
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
ら

が
、
1
本
3
分
ほ
ど
の
短
尺
動
画
で
障
が
い

者
支
援
の
基
礎
を
学
べ
る「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
と
い
う
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
業
界
を
牽
引
す
る
専
門
家
の

力
添
え
も
得
な
が
ら
、
1
5
0
0
本
を
超
え

る
動
画
を
制
作
し
て
い
て
、
新
人
職
員
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
職
員
ま
で
必
要
に
応
じ
て
視
聴
で

オンライン研修サービスで障がい者への理解広めたい

真のノーマライゼーションの
実現めざして

志村 駿介（しむら・しゅんすけ）
1990 年 3 月 2 日生まれ、34 歳。大阪体育大学体育学部スポーツ教育
学科卒。2014 年に株式会社 Lean on Me を設立。「障がい者にやさし
い街づくり」を理念に掲げる。内閣府の令和 5 年度バリアフリー・ユ
ニバーサルデザイン推進功労者表彰で内閣府特命担当大臣表彰優良賞
を受賞。2025 年日本国際博覧会協会とアドバイザリー契約を締結。

株式会社 Lean on Me（リーンオンミー）
代表取締役 CEO

志村 駿介さん

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
ら
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
株

式
会
社
リ
ー
ン
オ
ン
ミ
ー
（
本
社
・
大
阪
府
高
槻
市
）。
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
真
の

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
と
、
大
阪
体
育
大
学
O
B
の
志
村
駿
介
さ
ん
が
起
業
し

た
。
ダ
ウ
ン
症
の
弟
が
い
る
こ
と
か
ら
、
障
が
い
者
と
接
す
る
の
が
自
然
な
環
境
で
過
ご
す
一
方
で
、
一

般
社
会
の
「
障
が
い
」
と
の
向
き
合
い
方
に
課
題
を
感
じ
て
き
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
サ
ー
ビ
ス
は
、

1
5
0
0
本
を
超
え
る
短
尺
動
画
の
中
か
ら
習
熟
度
や
経
験
に
合
わ
せ
て
選
択
し
、
必
要
な
知
識
を
体

系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
全
国
5
2
0
0
の
事
業
所
の
累
計
8
万
人
が
利
用
す
る
。

ダウン症の弟と

オンライン研修サービス「スペシャルラーニング」
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き
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
、
手
探
り
で
仕

事
を
し
て
い
た
の
で
知
識
を
得
ら
れ
て
良

か
っ
た
と
か
、
時
間
が
取
れ
ず
に
研
修
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
非
常
勤
の
ス
タ
ッ

フ
に
も
研
修
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

助
か
っ
た
と
か
、
著
名
人
の
話
を
視
聴
で
き

て
嬉
し
い
と
か
、
そ
ん
な
声
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

︱
︱
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
サ
ー
ビ
ス
に
着
目
し

た
理
由
は
。

起
業
の
当
初
は
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て
生
活
費
を
稼
い

で
い
て
、
そ
の
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
サ
ー

ビ
ス
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
職
人
気
質
の
文

化
も
相
ま
っ
て
職
員
が
定
着
し
づ
ら
か
っ
た

り
、
一
人
で
頑
張
っ
て
燃
え
尽
き
る
ま
で
働

い
て
、
持
続
性
の
な
い
働
き
方
に
な
っ
て
い

た
り
し
て
、
そ
こ
に
介
入
し
て
標
準
化
し
よ

う
と
。
動
画
で
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
学
べ
る
わ
け
が
な
い
と
、
当
初
は
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
に
否
定
的
な
反
応
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
非
対
面
型
の
研
修
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
風
向
き
が
変
わ

り
ま
し
た
ね
。
サ
ー
ビ
ス
を
真
似
す
る
会
社

も
出
て
き
て
、
市
場
と
し
て
動
き
始
め
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

︱
︱
支
援
者
向
け
の
研
修
の
重
要
性
は
。

虐
待
が
発
生
す
る
一
番
の
要
因
は
知
識
不

足
で
す
。
例
え
ば
、
こ
れ
を
し
な
か
っ
た
ら
お

や
つ
抜
き
と
か
、
部
屋
の
外
へ
出
さ
な
い
と

か
、
そ
う
い
う
罰
を
与
え
た
り
と
、
子
育
て

の
し
つ
け
の
延
長
で
接
す
る
支
援
者
も
い
ま

す
。
今
は
障
が
い
の
特
性
が
研
究
さ
れ
て
い
る

の
で
、
支
援
者
自
身
を
守
る
た
め
に
も
知
識

を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
2
0
2
1
年
の
障
害
者
差
別
解
消
法
の

改
正
に
伴
い
、2
0
2
4
年
4
月
か
ら
、

民
間
事
業
者
に
も
合
理
的
配
慮
の
提
供

が
義
務
化
さ
れ
た
。

合
理
的
配
慮
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
困

り
ご
と
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
を
手
助
け
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
知
的
障
が
い
や

発
達
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
の
困

り
ご
と
を
見
つ
け
よ
う
と
思
う
と
、
基
礎
知

識
が
な
い
と
見
つ
け
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
配

慮
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
研
修
サ
ー
ビ
ス

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

︱
︱
障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組
む
民
間
企
業

の
ニ
ー
ズ
も
拡
大
し
て
い
る
。

民
間
企
業
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
障
が
い
者

の
法
定
雇
用
率
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
知
的
障
が
い
や
発
達
障
が
い
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
を
雇
用
す
る
際
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
研
修
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が

顕
在
化
さ
れ
て
き
て
、
企
業
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

︱
︱
内
閣
府
の
令
和
５
年
度
バ
リ
ア
フ
リ
ー・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
功
労
者

表
彰
で
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰
優

良
賞
を
受
賞
し
た
。

事
業
に
対
し
て
、
多
く
の
審
査
員
か
ら
共

感
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
表
彰
式
の
際
に
、

首
相
官
邸
で
岸
田
総
理（
当
時
）に
も
動
画
を

選
ん
で
視
聴
し
て
も
ら
い
、「
い
い
取
り
組
み

で
す
ね
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
て
、
感
慨

深
か
っ
た
で
す
。
障
が
い
者
雇
用
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
視
聴
し
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

︱
︱
大
阪・関
西
万
博
の
開
催
に
向
け
、2
0
2
5
年

日
本
国
際
博
覧
会
協
会
と
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

契
約
を
締
結
し
た
。

知
的
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、
精
神
障
が

い
の
あ
る
人
が
来
場
し
た
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
た
り
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
研
修

を
実
施
し
た
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
研
修
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

同
伴
者
と
来
場
し
た
際
は
、
ま
ず
本
人
に
話

し
か
け
て
く
だ
さ
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
接

す
る
機
会
が
で
き
る
と
、
も
っ
と
適
切
に
対

応
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
意
識

す
る
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
人

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
万
博
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

︱
︱
今
年
４
月
、リ
ー
ン
オ
ン
ミ
ー
は
設
立

10
周
年
を
迎
え
た
。今
後
の
展
望
は
。

自
分
が
思
い
描
い
た
未
来
に
向
か
っ
て
着

実
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
障
が
い
者
福
祉
の
業
界
向
け
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
中
心
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
色
々
な
企
業
と
協
業
し
な

が
ら
、
色
々
な
形
で
サ
ー
ビ
ス
を
広
げ
る
と

こ
ろ
に
注
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ア
ジ
ア
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
も

関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

︱
︱
ど
ん
な
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
。

障
が
い
が
あ
る
人
の
こ
と
を
理
解
し
て
、

ど
ん
な
手
助
け
が
必
要
な
の
か
を
知
っ
た
上

で
、
普
通
に
接
す
る
の
が
真
の
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
障
が
い
が
あ

る
こ
と
で
選
択
肢
が
狭
ま
る
こ
と
も
多
い
の

で
、障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
同
じ
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
社

会
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

︱
︱
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

自
己
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
他
者
理
解
に
つ

な
が
る
と
思
う
の
で
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
環
境
を
築
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
関
心

の
あ
る
色
々
な
人
に
連
絡
し
て
直
接
話
を
聞
き

に
行
く
の
も
い
い
で
す
ね
。
自
分
の
考
え
を
ぶ

つ
け
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
う
。
学
生
の

う
ち
に
足
で
情
報
を
稼
ぐ
経
験
を
し
て
お
く
と
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
成
長
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
起
業
も
お
す

す
め
で
す
。
社
会
的
な
意
義
を
明
確
に
し
て
起

業
す
る
と
、
そ
う
い
っ
た
目
的
意
識
の
あ
る
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
の
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

内閣府の令和5年度バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰
で内閣府特命担当大臣表彰優良賞を受賞し、岸田総理（当時）と
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〈
臨
海
実
習
〉

７
月
２
～
５
日
、
和
歌
山
県
白
浜
町
の
白

良
浜
な
ど
で
体
育
学
部
３
、４
年
生
約
40
人

が
参
加
し
実
施
さ
れ
た
。
実
習
で
は
、
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
に
つ
い
て
プ
ロ
の
ラ
イ
フ
セ
ー

バ
ー
が
指
導
し
、
本
学
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

部
が
サ
ポ
ー
ト
。
参
加
者
全
員
が
昼
の
実
技

と
夜
の
座
学
に
臨
み
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ

テ
ィ
の
資
格
を
取
得
し
た
。
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
で
は
、
ス
キ
ュ
ー
バ
サ
ー
ビ
ス
施

設
「
ミ
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
」
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
を
受
け
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
体
験

し
た
。
最
終
日
の
遠
泳
は
、
教
員
や
サ
ッ
プ

に
乗
っ
た
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部
員
が
見
守

る
中
、
２
列
の
隊
列
を
組
ん
で
互
い
に
声
を

か
け
て
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
全
員
が
45
分

間
を
泳
ぎ
切
っ
た
。

〈
キ
ャ
ン
プ
実
習
Ａ
〉

８
月
20
～
23
日
、
兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町

の
尼
崎
市
立
美
方
高
原
自
然
の
家
「
と
ち
の

き
村
」
で
体
育
学
部
２
～
４
年
生
約
１
１
０

人
が
参
加
し
実
施
さ
れ
た
。
学
生
は
４
ユ
ニ

ッ
ト
16
班
に
分
か
れ
て
テ
ン
ト
に
宿
泊
。

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
だ
。ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
は
専
用
の
ロ
ー
プ
な
ど
で

木
に
登
り
、
森
と
の
一
体
感
を
感
じ
た
。
Ａ

Ｓ
Ｅ（A

ction Socialization Experience

）

で
は
４
ｍ
超
の
壁
を
ど
う
越
え
る
か
な
ど
、

１
人
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
を
、メ
ン
バ
ー

が
協
力
し
て
解
決
し
た
。
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
で
は
班
で
助
け
合
い
な
が
ら
沢
の
上

流
を
目
指
し
、
最
終
日
は
標
高
１
２
２
１
ｍ

の
鉢
伏
山
に
登
っ
た
。

〈
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
実
習
〉

９
月
９
～
16
日
に
前
後
期
で
３
泊
４
日
ず

つ
、
徳
島
県
・
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
阿
南
国
際
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
体
育
学
部
３
、４
年
生
約
１
６
０

人
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。
学
生
は
ウ
イ

ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
カ
ヌ
ー
、
カ
ッ
タ
ー
、

１
人
乗
り
ヨ
ッ
ト
の
ダ
ッ
ク
リ
ン
、
２
枚
帆

の
シ
カ
ー
ラ
、
立
っ
て
パ
ド
ル
を
漕
ぐ
サ
ッ

プ
な
ど
で
沖
に
出
た
ほ
か
、
無
人
島
の
野
々

島
で
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
釣
り
や
、
ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
取
り
組
ん
だ
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
教
員
が
指
導
し
、
野
外
活
動
部
、
体
育

実
技
研
究
部
な
ど
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー

ト
し
た
。
夜
も
、
海
岸
で
拾
い
広
い
集
め
た

ご
み
を
教
材
に
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
学
習
や
翌
日

の
ヨ
ッ
ト
に
向
け
た
ロ
ー
プ
の
結
び
方
な
ど

の
講
習
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
た
。

最
終
日
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
で
は
、
各

班
ご
と
の
ス
タ
ン
ツ
（
寸
劇
）
で
盛
り
上
が

り
、
班
長
・
副
班
長
が
班
員
１
人
１
人
の
キ

ャ
ン
ド
ル
に
分
火
し
た
。

海
で
山
で
野
外
実
習

臨
海
・
キ
ャ
ン
プ
・
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

野
外
活
動
実
習
が
７
月
以
降
、
各
地
で
実
施

さ
れ
た
。

野
外
活
動
で
は
、
非
日
常
的
な
自
然
環
境
の

中
で
集
団
を
作
り
、
課
題
解
決
を
目
指
す
。
そ

こ
で
得
ら
れ
る
学
び
は
日
常
で
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
本
学
で
は
長
年
、
重
視

し
て
き
た
。

臨海実習

海洋スポーツキャンプ実習キャンプ実習

海洋スポーツキャンプ実習
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大
阪
体
育
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を

結
ぶ
西
安
体
育
学
院
（
中
国
）
の
幹
部

が
６
月
17
～
21
日
に
来
日
し
、
本
学
で

学
術
交
流
協
定
を
更
新
す
る
調
印
式
に

臨
ん
だ
。

西
安
体
育
学
院
は
１
９
５
４
年
創
立

の
体
育
大
学
で
、
１
９
８
６
年
に
本
学

と
協
定
を
締
結
し
た
。

調
印
式
で
は
、
野
田
賢
治
・
浪
商
学

園
理
事
長
、
原
田
宗
彦
学
長
が
あ
い
さ

つ
。
西
安
体
育
学
院
ト
ッ
プ
の
劉
子
実

党
委
書
記
は
、
今
年
10
月
に
行
わ
れ
る

同
学
院
の
創
立
70
年
記
念
式
典
へ
の
出

席
を
要
請
し
、原
田
学
長
が
快
諾
し
た
。

続
い
て
劉
党
委
書
記
、
原
田
学
長
が

協
定
書
に
サ
イ
ン
し
、
記
念
品
を
交
換

し
た
。
本
学
側
の
通
訳
は
、
西
安
出
身

で
冨
山
浩
三
研
究
室
（
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
に
所
属
す
る
大
学
院
博
士

後
期
課
程
３
年
の
劉
佩
さ
ん
が
務
め
た
。

ま
た
、
一
行
は
柔
道
場
、
剣
道
場
で

の
授
業
や
総
合
実
験
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
の
S
＆
C
（
ス
ト
レ
ン
グ
ス
＆

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）
ル
ー
ム
な
ど

を
見
学
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
西
安
体
育

学
院
・
大
阪
体
育
大
学
研
究
発
表
会
も

開
か
れ
、劉
軍
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
長
、

高
月
宏
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
部

書
記
、
本
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
菅
生

貴
之
教
授
（
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）、
近
藤
衣
美
講
師
（
ス
ポ
ー
ツ
栄
養

学
）
が
発
表
し
、
学
生
ら
が
熱
心
に
聴

き
入
っ
た
。
学
科
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

人
事
な
ど
に
関
す
る
情
報
交
換
会
も
開

か
れ
た
。

関西医療大学と包括協定
教育・研究等で相互支援

熊取町内４大学が連携協定

大
阪
体
育
大
学
と
関
西
医
療
大
学

の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
調

印
式
が
７
月
４
日
、本
学
で
行
わ
れ
た
。

両
大
学
は
と
も
に
大
阪
府
熊
取
町
に

あ
る
。
包
括
協
定
は
、
互
い
の
教
育
・

研
究
の
進
展
と
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
が
目
的
で
、「
教
育
・
研
究
に

関
す
る
相
互
支
援
」「
教
職
員
の
研
修
」

「
学
生
の
支
援
」「
施
設
等
の
相
互
利
用
」

「
そ
の
他
各
種
事
業
の
相
互
連
携
」
に

つ
い
て
、
連
携
・
協
力
を
進
め
て
い
く
。

調
印
式
で
は
、
浪
商
学
園
の
野
田
賢

治
理
事
長
と
関
西
医
療
学
園
の
武
田

大
輔
理
事
長
、
本
学
の
原
田
宗
彦
学
長

と
関
西
医
療
大
学
の
吉
田
宗
平
学
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
を
交
換
し
調
印

し
た
。

大
阪
府
熊
取
町
内
に
あ
る
大
阪

体
育
大
学
、
大
阪
観
光
大
学
、
関
西

医
療
大
学
、京
都
大
学
複
合
原
子
力

科
学
研
究
所
の
学
長
ら
が
７
月
30

日
、
熊
取
町
役
場
で
「
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。

４
大
学
は
こ
れ
ま
で
個
別
に
熊

取
町
と
協
定
を
結
ん
で
い
た
。
今
回

の
協
定
は
大
学
間
の
連
携
・
協
力
関

係
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
が
目
的
。

今
後
、
教
育
・
研
究
に
関
す
る
相
互

支
援
、教
職
員
研
修（
F
D
/
S
D
）

の
共
同
実
施
、公
開
講
座
の
共
同
実

施
、
施
設
・
設
備
の
共
同
利
用
、
教

職
員
・
学
生
の
相
互
交
流
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
な
協
議
を
進
め
る
方

針
だ
。

調印式に参加した西安体育学院と大阪体育大学の関係者

交流協定に調印した劉子実党委書記（左）と原田宗彦学長

西安体育学院と交流協定を更新
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◆
◇
大
阪
体
育
大
学
の

魅
力
と
は
何
で
し
ょ
う
。

広
報
室
で
は
、「
教
員
と

学
生
の
距
離
の
近
さ
」
を

そ
の
一
つ
と
し
て
Ｈ
Ｐ
や
「
大
学
案
内
」

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
徳
島
県
で

実
施
さ
れ
た
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
実

習
に
帯
同
し
て
、
そ
の
「
近
さ
」
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

◆
◇
実
習
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
指
導

は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
任
せ
る
例
が

多
い
と
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
本
学
で
は

教
員
が
腰
ま
で
海
に
入
り
、
ヨ
ッ
ト
や
ウ

イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
の
乗
り
方
を
、
学
生
１

人
１
人
に
身
を
も
っ
て
教
え
、
励
ま
し
て
い

ま
し
た
。
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
操
る
先

生
た
ち
の
何
と
上
手
な
こ
と
。
生
活
指
導

教
員
と
し
て
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
た
土
屋

裕
睦
教
授
も
す
い
す
い
滑
っ
て
い
き
ま
す
。

大
体
大
で
は
教
員
も
文
武
両
道
で
し
た
。

◆
◇
私
は
関
東
の
私
大
の
卒
業
で
す
が
、

部
活
動
の
経
験
は
な
く
、
こ
ん
な
に
先
生

と
近
い
距
離
で
接
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
親
し
い
新
聞
記
者
に
本
学
で
の
実
習

の
様
子
を
話
す
と
、
驚
か
れ
ま
し
た
。

◆
◇
大
阪
に
バ
ス
で
帰
る
途
中
、
淡
路
島

の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
、
観
光
バ
ス
の
運

転
手
が
学
生
に
近
づ
き
、「
大
体
大
？　

私

も
Ｏ
Ｂ
。
徳
島
の
実
習
も
参
加
し
た
よ
」

と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。

卒
業
後
も
学
生
時
代
を
懐
か
し
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
は
、
大
学
に
と
っ
て
誇
り
で
す
。

卒
業
生
と
大
学
・
学
生
の
距
離
の
近
さ
も

本
学
の
魅
力
。
そ
の
距
離
を
も
っ
と
も
っ

と
縮
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

�

【
大
坪
康
巳
】

令
和
６
年
度
の
大
阪
体
育
大
学
教
育
後
援
会

役
員
会
が
６
月
15
日
、
大
会
議
室
で
開
か
れ
、

学
生
の
父
母
等
代
表
21
人
と
原
田
宗
彦
学
長
、

浪
商
学
園
・
野
田
賢
治
理
事
長
を
は
じ
め
、
大

学
の
教
職
員
が
出
席
し
た
。

役
員
会
で
は
、冒
頭
に
大
谷
哲
也
会
長
が「
教

育
後
援
会
で
は
、
今
年
度
に
大
学
院
生
や
ク
ラ

ブ
の
海
外
遠
征
・
合
宿
の
支
援
も
計
画
し
て
お

り
、
引
き
続
き
学
生
へ
の
援
助
を
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

原
田
学
長
、野
田
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
事
に
移
り
、
令
和
５
年
度
の
事
業
、
決
算
が

報
告
、
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、令
和
６
年
度
役
員
の
推
薦
に
移
り
、

菅
谷
暢
之
副
会
長
が
新
会
長
に
推
薦
さ
れ
た
。

続
い
て
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
案
、
予
算

案
が
審
議
さ
れ
、課
外
活
動
や
学
生
生
活
支
援
、

傷
害
治
療
、
就
職
振
興
活
動
、
卒
業
行
事
へ
の

援
助
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
事
業
計
画
、
予
算
案

が
承
認
さ
れ
た
。

◇
新
役
員
候
補
者
の
う
ち
会
長
、
副
会
長
、

会
計
監
査
は
次
の
皆
様
◇

▽
会
長　
　
　

菅
谷
暢
之

▽
副
会
長　
　

宇
野
修
、
西
岡
潤
哉

▽
会
計
監
査　

花
見
明
子
、
伊
藤
絵
里
香

（
敬
称
略
）

大阪体育大学教育後援会 令和6年度収入支出予算書
収入の部 （単位：円）

費 目 予 算 額
会費収入 33,840,000
前年度繰越金 20,275,547
利息 400
学生徴収分 200,000
特別会計より繰入 0
その他雑収入 0

計 54,315,947

支出の部 （単位：円）

費 目 予  算  額
学生援助費 24,100,000

 課外活動 500,000
 大学祭 500,000
 学生生活支援 8,000,000
 傷害治療援助 7,000,000
就職振興 5,000,000
卒業行事 3,000,000
 災害見舞金 100,000

教育援助費 7,500,000
 クラス活動 1,500,000
 大学院研究活動 500,000
 文化厚生 5,500,000

課外活動特別援助 5,000,000
事業費 4,600,000

 会報費 3,500,000
 慶弔記念費 1,100,000

運営費 1,660,000
 会議費 160,000
 事務費 1,500,000

予　備　費 11,455,947
特別経常費 0
特別会計繰出金 0
次年度繰越金 0

計 54,315,947

大阪体育大学教育後援会 令和5年度収入支出決算書
収入の部 （単位：円）

費 目 決 算 額
会費収入 33,000,000
前年度繰越金 19,373,326
利息 317
学生徴収分 287,188

計 52,660,831

特別会計（特別対策基金）収入支出決算書
（単位：円）

項 目 収 入 支 出
前年度繰越金 60,394,542 0
今年度繰入金 0 0
今年度繰出金 0 0
定期利息 1,026 0
次年度繰越金 0 60,395,568

計 60,395,568 60,395,568

特別会計（特別対策基金）収入支出予算書
（単位：円）

項 目 収 入 支 出
前年度からの繰入金 60,394,542 0
定期利息 900 0
今年度繰入金 0 0
今年度繰出金 0 0
次年度繰越金 0 60,395,442

計 60,395,442 60,395,442

支出の部 （単位：円）

費 目 決 算 額
⑴学生援助費

① 課外活動 0
 ②大学祭 500,000
③学生生活支援 6,842,960
 ④傷害治療援助 6,589,701
 ⑤就職振興 3,095,725
⑥卒業行事 2,959,782
 ⑦災害見舞金 0

⑵教育援助費
 ①クラス活動 966,313
 ②学会発表 80,000
 ③文化厚生 2,666,107

⑶課外活動特別援助 3,500,000
⑷事業費

 ①会報費 3,294,981
 ②慶弔記念費 410,000

⑸運営費
 ①会議費 145,842
 ②事務費 1,333,873

予備費 0
特別会計繰出金 0
次年度繰越金 20,275,547

計 52,660,831

教育後援会役員会

教
育
後
援
会
役
員
会
を
開
催

父
母
ら
の
代
表
が
予
算
・
事
業
計
画
を
審
議
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名誉教授�　 和 田 隆 夫
バルト海はかなしみが似合う

　かなしみは智慧にかがやき
　情熱のとこしえの虹　　　　　　　
（佐藤春夫『ぽるとがるぶみ』の「新版ぽるとがるぶみ自序（詩）」より抜粋）

「かなしみ」は三つある。心が痛む「悲しみ」と他者のかなしみ
を自分のそれのように感じる「哀しみ」、そしていとしいと思う「愛
しみ」である。
バルト海は「かなしみ」が似合う。
9月上旬、ベルリンの友人に誘われて、ポーランドのコウォブジェ

クに遊んだ。パルセンタ川が流れ込むバルト海の南海岸に位置す
る人口47000人の保養地である。かつてはコルベルクと呼ばれる
プロイセン王国の都市であった。つまりドイツ領だったが、第二次
世界大戦後、ソ連がポーランドを侵食した分、押し出されるような
形でポーランド領になった。
午前中にベルリンをたち、予定より遅れたが、3時頃にはラディ

ソンホテルに到着した。運転をしてくれた友人は少し休むことになっ
たが、それにおかまいなく水着に着替えて海岸に出た。
30度は超えていないが、泳ぐには申し分ない暑さだ。
妻がスマホのナビを操作して、森のなかを10分ほど歩くとバルト
海が目の前に広がった。
ぼくは、コロナパンデミックの1年前の３月、ヘルシンキからフェ

リーに乗船して、バルト海をエストニアのタリンまで渡ったことがあ
る。その日の海は、小さな氷塊が密集して暗く冷たく人をまったく拒
絶していた。そのとき思った。バルト海には人魚が住んでいるそう
で、氷塊は、人に恋してはいけない人魚を守るために何人も拒絶
しているのだと。しかし拒絶されると逆に「惚れっぽいのが深情け」
になるのか、「この暗い海にしずんでみたい」という奇妙な想いに
とりつかれた。
コウォブジェクの9月の海岸は、このときのヘルシンキと違い、
世界中の砂時計の砂をぶちまけたような、微細な砂で敷きつめられ
た砂浜である。もちろん真夏の激しい陽差しはないが、それでもま
だ陽光はするどく突き刺さってくる。

海に近づくにつれ、子ど
ものように急ぎ足になった。
夏のシーズンは終わって

いるため、バルト海特有の
屋根の付いた籐のビーチ
チェアは使われず、海岸の
はしっこに放置されていた。
それでもビニールシートにす
わりこむ人たちはけっこうい
た。空は晴れ渡り、濃いブ

ルーの海だった。沖合には派手な遊覧船が航行している。かもめ
が桟橋にとまり、また鳴きながら飛んでいる。泳いでいる人はいな
いが、波打ち際を歩く人はそれなりにいる。そのなかには海岸に打
ち上げられる琥珀を探している人もいるようだ。バルト海の琥珀は
人に恋して成就しなかった人魚の涙だと言われている。
そんな風景を見ていて思い出した映画がある。フォルカー・シュ

レンドルフ監督の「ブリキの太鼓」（1979年）である。原作はドイ
ツのギュンター・グラスである。前半の山場に、大人になることを
忌避して3歳で成長を止めた主人公のオスカルと両親、母親の恋
人の4人がバルト海の海岸で遊ぶシーンがある。互いの感情は妖
しく、ときおり諦念の悲しみを交えて交錯する。舞台となるバルト海
は、三人の心情を反映したように寒 と々していて、これから始まる
母親の狂気を予感させた。そういえばスウェーデンのイングマール・
ベルイマン監督の「第七の封印」もバルト海のフォーレ島を舞台に
していた。死神の登場する見事に暗い映画だった。
「さぁバルト海で泳ぐぞ」
ビニールシートの人たちは静かにぼくを注視している。

足が海水に触れた瞬間、かっこよく泳ごうとする頭脳と海に入るの
をとめようとする肉体が引っ張り合いをして、バランスをくずし波打ち
際で倒れこんだ。海水は氷水のように冷たかった。
「気持ちいいよ」
ぼくの言葉で警戒した妻は、ゆっくりと波打ち際に向かい、注意

深く足を浸けていた。それでもなにか叫んでいた。
翌日午前中は海岸線に沿うシマンスキ大通りを、アイスクリームを

食べたり、土産物屋を冷やかしたりしながら、灯台に向かった。灯
台は改修工事中で足場が組まれ、その美しい姿を隠していた。近
くには小さな船着き場のような港がある。いく艘もの派手な遊覧船
に混じって、魚雷艇があった。これも遊覧船で、ポーランド海軍の
払い下げのようだ。ただそのときはなぜ魚雷艇の遊覧船があるの
かわからなかった。
帰国後、なにものかに導かれるように10年ほど前にドイツで買っ

たGuido�KnoppのDie�große�Fluchtを書架から取り出していた。
翻訳本があるかどうか知らないが、直訳すれば『大脱出』、副題は
「避難民の運命」とある。
同書は、ハンニバル作戦を軸として、第2次世界大戦末期の東
部戦線からのドイツ人避難民の海路・陸路の逃避行を描いたノン
フィクションである。ハンニバル作戦は、歴史上最大のドイツ海軍
による海上避難作戦である。1945年の1月から5月にかけてソ連
軍が攻め込んできた東プロイセン（当時）、ポーランド回廊からバル
ト海経由で民間人をドイツ本国、デンマークに避難させる作戦であ
る。15週間で民間人80万から90万人、兵士35万人を避難させ
た。このため漁船を含めたあらゆる商船や大型船（なかにはクルー
ズ船も含まれていた）を総動員した。クルーズ船などの大型船は、
どうしても沖合の深い海を航行するので潜水艦の攻撃対象になりや
すく、ゴッテンハーフェンを出港した元クルーズ船のヴィルヘルム・
グストロフ号は、女性・子どもを中心に1万人を超すほどの市民を
乗船させていたが、1月30日にソ連の潜水艦の魚雷攻撃で沈めら
れ、9000人以上が死亡するという大惨事があった。
コウォブジェク（当時コルベルク）は、かつてナポレオンのフラ

ンス軍に包囲されて6ヶ月間耐えたことがあり、ナチスのプロパガ
ンダはこの町を犠牲と忍耐の象徴としていたため、現地司令官の降
伏の要請に対して､ ヒトラーは拒絶した。3月7日時点で85000人
の市民と3300人の兵士が閉じ込められており、避難ルートは要塞
化のため海路のみであった。そこでポーランド軍の射程圏外に駆
逐艦などを停泊させて、魚雷艇や上陸用ボートなどを往復させて避
難民を救出した。
最後の司令官フリッツ・フリーデ大佐は兵士に向かって言った。
「あなたたちが守るのはこのコルベルクではなく、この町の住民
なのだ。これがあなたたちの任務だ。」
今も魚雷艇を遊覧船に転用するのはこうした歴史の背景があった

からだ。この歴史を知れば、ドイツ人にとって単なる観光ではなく
感慨深い遊覧になることは理解できる。コルベルクの戦闘は3月18
日にロシア軍・ポーランド軍の占領で終結した。その時から陸路に
よる68000人の困難な避難が始まった。

バルト海海岸

バルト海とかもめ
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